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３月３日は「桃の節句」や「上巳の節句」と

もいい、女の子の幸せを願う日です。ひな人形

などを飾ったり、はまぐりのうしお汁を食べた

りします。はまぐりは、同じ貝の対となる２枚

の殻以外とはかみ合わないことから、夫婦の仲

の良さをあらわすといわれています。 

 

 

 

朝食は、1日をスタートさせる

ための大切なエネルギー源であ

り、決まった時間にとることで、

生活リズムをととのえる役割が

あります。また、寝ている間に下

がった体温を上げて、脳や体にエ

ネルギーを補給し、日中元気に活

動ができる状態にする働きがあ

ります。そして、食べ物をよくか

んで、胃腸が刺激され、排便もス

ムーズになります。 
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柔らかな春の陽ざしに心和む季節、新年度になりました。今年度も、旬を感じさせる給食の提供と、

食に興味がわくような年齢に合ったクッキング保育の企画をしていきたいと思います。また、お子さま

の食についての悩みや質問などがありましたら、気軽に声をかけてください。 

 

朝は、食欲がない子どもも

います。そのような時は、温

かい汁物だけ、おにぎりだ

け、バナナだけなどでもいい

ので、まずは何か食べさせま

しょう。少しでも食べ物を食

べることで、胃腸が活動を始

めます。また、温かい汁物は、

体温を上げ、水分補給にもな

ります。 

朝は、保護者も食事や登園などの

準備で慌ただしく子どもが一人で

朝食をとる場面も見られます。孤食

は食事の量や質、栄養の偏りだけで

はなく、食欲の減退などの影響を及

ぼすことがあるといわれています。

保護者も朝食を一緒に食べること

で、子どもとコミュニケーションも

とれ、食事を楽しむことにもつなが

ります。幼児期は食生活を築く時期

ですので、共食を心がけるようにし

ましょう。 
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